朝日町避難行動要支援者名簿の取扱いに関する協定書

朝日町長（以下「甲」という。）と○○○（以下「乙」という。）は朝日町避難行動要支援者名簿の作成等に関する要綱（以下「要綱」という。）第４条に規定する避難行動要支援者名簿の取扱いについて、次のとおり協定を締結する。
（目的）
第１条　甲と乙は、お互い協力して避難行動要支援者に対して援助を行うとともに、名簿の管理を適切に行うものとする。
（避難援助活動）
第２条　乙は、甲の発する災害情報をもとに避難援助活動を行う。ただし、災害時においては、援助を行う者が自己及びその家族の安全を確保したうえで実施するものとする。
（名簿の作成、提供）
第３条　甲は、災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある場合に援助活動の対象者となる人を明らかにするため、名簿を作成する。
２　名簿に記載する情報は、避難援助に必要な最小限のものとする。
３　甲は、乙に対して本協定書を締結した上で名簿を紙媒体で提供する。その際、個人情報保護の重要性、個人情報の取扱いについての説明を行うものとする。
（名簿の管理）
第４条　乙は、名簿の管理責任者を定めるとともに名簿情報を取扱う人を限定し、第三者への漏えい防止の観点から、管理責任者等が責任をもって保管場所（施錠可能なところ）を定め、紛失や他人の目に容易にふれることのないよう保管する。
２　乙は、紛失、盗難等の事故を防ぐため、名簿を施錠のある保管場所に適切に管理しなければならない。
３　乙は、名簿から知り得た個人情報をみだりに他人に知らせてはならない。要支援者の援助を離れた後も同様とする。
４　乙は、原則として名簿を複写、複製、書き取り、パソコンその他情報機器への入力をしない。どうしても必要な場合は情報漏えい等に十分配慮し、必要最小限の範囲とすること。
５　乙は、避難行動要支援者援助制度の趣旨に基づき、名簿を平常時は要支援者への声かけや見守り、地域内での要支援者の避難援助体制の整備に必要な活動、地域防災訓練の実施等、また、災害時には安否確認や避難場所への避難誘導等を行うことを利用目的とし、それら以外の目的のために使用してはならない。
６　乙は、役員交代等で管理責任者等が交代した場合は確実に名簿を引き継ぐとともに、次期名簿管理者等に取り組み方針をよく伝え、名簿情報の引継ぎを行わなければならない。
（名簿管理の報告等）
第５条　甲は、提供した名簿の管理に関して乙に報告を求め、又は提供した名簿情報の管理の状況を検査することができる。
（名簿等の返還等）
第６条　乙は、名簿の差し替え等により不用となった名簿は、速やかに名簿等を甲に返還するものとするか、適切な方法（焼却、溶融、シュレッターによる裁断など）で廃棄処分するものとする。
（本協定に違反した場合の措置）
第７条　乙が、本協定に違反した場合は、甲は必要に応じて名簿の提供を停止できるものとする。
（事故の発生）
第８条　乙は、名簿等の紛失、盗難その他事故が生じ、又は生じるおそれがあるときは、直ちに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。
（協議）
第９条　甲、乙は、この協定に定めのない事項及び疑義が生じた事項については、その都度協議し、処理するものとする。
この協定の締結を証するため、協定書を２通作成し、甲、乙が記名押印の上、各自１通を保有する。
　令和　2　年　　 月　　 日
　　　　　　　　　　　　　　　　  甲　　　　三重郡朝日町大字小向８９３番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝日町長　矢野　純男
　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　 　　三重郡朝日町大字○○○○○番地
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